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教育鰯弼揺動に関する助威



十勝産超強力小麦「ゆめちから」 ブレンド粉を用いた

地域オリジナルパンの開発とその特性評価に関する研究

山

　

内

　

宏 昭

食品科学研究部門・教授

１． 目

　　　

的

帯広畜産大学 （以下畜大） では， 中期目標・計画の中の地域連携の目標として，「地域連携推進

センター」を中心に産学民官の連携を強化し， 地域要望に対して多様な事業を実施する事となって

いる。 本研究の目的は， この事業に貢献するため地域の企業と連携し， 地域特産物であるパン用小

麦「ゆめちから」 ブレンド粉を用いて高品質の地域オリジナルなパン類を開発し， その特性を解析

しその優位性を科学的に明らかにすることである。 即ち， 本研究では， 現在注目されている十勝産

超強力小麦 「ゆめちから」の最適ブレンド粉 （以下ブレンド粉） の特性を基本的な製パン試験で明

らかにすると共に， 本ブレンド粉と畜大開発の 「とかち野酵母」等の十勝の各種農畜産物を用いそ

の特徴を活かした風味豊かでソフトな各種地域オリジナルのパンを開発することである。

２． 方

　　　

法

　

４種の ・麦粉（市販の強力 ・麦粉 （市販強力粉）， ゆめちから ・麦粉 （ゆめちから粉）， きたほな

み小麦粉（きたほなみ粉）， そのブレンド粉） について， 近赤外分光法によりタンパク質含量，
ＡＡＣＣ法により灰分含量を測定し， ファリノグラフにより製パン吸水率を求めた。 なお， ブレンド

粉については， 個々の小麦粉の吸水率から計算によりブレンド粉の吸水率を決定した。 製パンは標

準的食パン配合の中種法 （中種発酵時間４時間） で行い。 製パン性評価は， 製パン時の生地状態，
菜種置換法によって測定した比容積， パンの外観， 内相の写真評価， 一日保存後の官能評価により

行った。

上記のゆめちからブレンド粉の食パンでの基本的評価に基づき， 各種パンの基本ブレンド配合，
吸水率等を決定し，「とかち野酵母」 等各種十勝産原料等を用いたオリジナルパンとしてソフトフ

ランスパン， バターロール， ベーグルをストレート法で試作した。 試作パンの評価は市販粉を用い

たバンと比較し， 体積， 外観， 内相， 風味等により行った。 なお， 各種十勝産原料等を用いた上記

パンの配合の特徴は， ソフトフランスが小麦粉（ゆめちから）， 食塩（オホ」ツクの塩）， バター（よ

つ葉発酵バター）， 酵母 （とかち野酵母） を， バターロールが小麦粉 （ゆめちから， きたほなみブ

レンド粉）， 食塩 （オホーツクの塩）， バタ← （よつ葉発酵バター）， 酵母 （とかち野酵母）， 畜大牛

乳を， ベーグルが小麦粉 （ゆめちから）， 食塩 （オホ」ツクの塩）， バター （よつ葉発酵バター），

酵母 （とかち野酵母）， 畜大牛乳を使用したことである。 それぞれのパンの対照のパンは， 通常の

外国産， 北海道産以外の原材料を使用した。

－

　

１

　

－



３． 結

　　　

果

　

表１の今回の食パン配合の標準中種法製パン実験に使用した ・麦粉のタンパク質， 灰分含量， 製

パン吸水率の結果より， 市販強力粉に比べ， ゆめちから粉は高いタンパク含量と製パン吸水率を示

し， やや高い灰分含量を示した。 対照的に， きたほなみ粉は全ての値がかなり低い値を示し， 典型

的な中力粉の特性を示した。 表２， 図１， 図２， 図３に各種のゆめちからブレンド粉の一連の製パ

ン試験の結果を示す。 表２の結果から， 製パン時の生地状態は， 市販強力粉の生地に比べ， きたほ

なみ粉の生地では， ベタツキ， 弾力が弱く伸びやすい特性を示したのに対し， ゆめちから粉のブレ

ンド割合が増加するに従って， ベタツキが無く， 弾力が強く伸びにくい物性を示すようになった。
また， 図１， 図２， 図３のゆめちからブレンド粉のパンの評価から， ゆめちから粉のブレンド割合

が増加するに従って， パンの比容積が顕著に大きくなり， それに伴いパンの官能評価， 外観， 内相

の状態が向上することが明らかになった。 パンの総合的評価から， ゆめちから粉５０％，７５％ブレ

ンドの小麦粉のパンの品質は， 対照の市販強力粉のパンに近い評価であった。
基本的なパンである食パンについての上記のゆめちからブレンド粉の製パン性に関する実験結果

を踏まえ， 方法のところで示した各種地域オリジナルパン （ソフトフランスパン， バターロール，
ベーグル） を試行錯誤で開発し， その特性を評価した。 図４， 図５， 図６に各種地域オリジナルパ

ンの外観， 内相の写真を示す。 これらの結果と風味評価の結果から， それぞれのオリジナルパンの

特徴は，対照のパンを普通と評価した場合に以下の様な特徴を持っていた。ソフトフランスパンは，
ゆめちから粉の効果で， 体積が大きくやや外観の色が濃く内相はやや荒くなり， もちもちの食感を

示した。 ゆめちから粉， 発酵バター， とかち野酵母の効果で独特の良好な風味を呈した。 バター口

←ルは， ゆめちからブレンド粉の効果で， 体積が大きくやや外観の色が濃く内相はやや荒くなり，
もちもちの食感を示した。 発酵バタ」， とかち野酵母， 畜大牛乳の効果で独特の良好な風味を呈し

た。 ベ」グルは， ゆめちから粉の効果で， 体積が大きくやや外観の色が濃く内相はやや荒くなり，
もちもちの食感を示した。発酵バター，とかち野酵母，畜大牛乳の効果で独特の良好な風味を呈した。

表１ 小麦粉の分析結果

分析結果 （％）

　

灰分含量
小麦粉の種類

　

タンパク質含量

　　　

灰分含量 製パン吸水率

市販強力粉

ゅめちから粉

きたほなみ粉

１２．Ｉ

１３．５

９．５

０‐４１

０‐４５

０．３４

６５．５

７０．５

４９．５

表２

　

製パン時生地状態の評価結果

小麦粉の種類
（製パン水準） 市販強力粉

　

きたほなみ粉

　

繋譲家驚菱 繋護 総８災害題差謝務

　

ゅめちから粉

本握時生地状態

分割時生地状態

成形時生地状態

普通

普通

普通

べたつく
弾力弱い

弾力弱い

弾力非常に弱い
非常に伸びやすい

若干べたつく
適度な弾力

弾力やや弱い
やや伸びやすい

べたつき無し
弾力やや強い

べたつき無し
弾力強い

べたつき無し
弾力非常に強い

弾力，伸び適性 弾力強い

　　　　

弾力強い

弾力強い
伸びに〈い

弾力非常に強い
非常に伸びにくい弾力適性

　

器奉安申
や
び護り、

ー

　

２

　



市販強力粉

　

きたほなみ朝

　

薯発議暑綜“鑑謹呈霧難聴薯愛護搬ｉ圭

　

嚇ちから粉

小麦粉の種類

市販強力粉

　

きた触み粉

　

戦友鰯跳躍客室艦等建議気欝ｇ１鞄ゅ附から粉

小麦粉の種類

［コ外観評価（満点：３０点）

■■内相評価（満点：７０点）

にコ合計点（満点１００点）

図１

　

ゆめちからブレンド粉のパンの比容積

　　

図２

　

ゆめちからブレンド粉のパンの官能評価結果

市販強力粉 ゆめちから粉７５％

　　

ゆめちから粉１００％
きたほなみ粉２５％

　　　　

きたほなみ粉１００％

　　　

ゆめちから粉２５％

　　　

ゆめちから粉５０％

　　　　

ゆめちから粉７５％

　　　

ゆめ

　　　　　　　　　　　　　　

きたほなみ粉７５％

　　　

きたほなみ粉５０％

　　　

きたほなみ粉２５％

図３

　

ゆめちからブレンド粉のパンの外観， 内相
対照 地域オリジナルパン

図５

　

十勝産原料を用いた地域オリジ

　　

ナルバターロールの外観と内相

　　　　

対照 地域オリジナルパン

図４

　

十勝産原料を用いた地域オリジナルソフト

　　

フランスパンの外観と内相

　　　　

対照 地域オリジナルパン

図６

　

十勝産原料を用いた地域オリジナル

　　

ベーグルの外観と内相
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総合型地域スポーツクラブ設立に向けた「ジュニア体操クラブ」の

運営に関する研究（Ｗ）

村

　

田

　

浩一郎
人間科学研究部門

　

助教

１． 目

　　　

的

　

本研究の目的は， 帯広市に既存のジュニア体操クラブである 「十勝ジュニア体操クラブ」 におけ

る運営の一環として， 本学施設でのスポーツ活動を定期的に実施し， ジュニア期における体操競技

力向上とそれに伴うクラブの育成的運営を実施することである。また， 平成２５年度に設立を控え

た「帯広市南地区総合型地域スポーツクラブ（仮称）」の事業に関与する場合，本学施設においては，
ある種特化した運動環境の提供が望ましい。そこで，本研究は体操競技の設備から重点的に補填し，
上記の目的に加え， 総合型地域スポーツクラブを振興させることも目的としている。（継続課題第

　　　

２． 方

　　　

法

２－１． トレーニング実施者および環境

　

対象とした団体は， 十勝体操協会に所属する 「十勝ジュニア体操クラブ」 であり， トレーニング

は平成２１年６月３日より開始された。 対象者は１０歳から１５歳まで （・・中学生） の男子１０名であ

り， 十勝ジュニア体操クラブ競技選手コースとして招集した。 トレーニング日時は， 毎週水曜日の

１８時から２１時までとし， 本学と自宅間の送迎は各家庭に一任した。 会場は， 本学体育館および体

育館２階テラスとした。 器具は， ゆか （ホッピングマット （セノ一社製））， あん馬 （ＡＡ工社製）， 円

馬（ヤンセン社製）），つり輪（ヤンセン社製），平行棒（セノ一社製），鉄棒（セノ一社製），跳馬（セ

ノ一社製） を用意した。また， 円馬における旋回練習器具， 倒立練習器具， 低平行棒を自作した。
いずれの種目においても安全面に配慮したマットの設置を行い，補助者が常時配置された。さらに，
不測の事態に備えて， 月単位での保険加入を義務付けた。
２－２． 地域貢献事業の実施

　

以下の２項目について， 地域貢献事業を実施した。

　

①

　

スポーツおよび身体活動の振興を目的とした事業

　

②

　

体操競技の振興を目的とした事業

　

③

　

総合型地域スポーツクラブの振興を目的とした事業

　

５

　

－



３． 結

　　　

果

３－１． 競技会成績

今年度の主な競技会参加は４回であった。
平成２４年７月２８日～３０日に函館市民体育館（函館市）で開催された，北海道中学校体育連盟主催「第

４３回北海道中学校体操競技大会」 において，１部団体総合に１チーム （帯広市立南町中学校から３

名）， 個人総合１名， ２部個人総合に２名が出場した。 １部団体総合は， 優勝を成し遂げ， 全国大

会へと駒を進めた。 また， その３名も含む個人総合は， ６位 （Ｔ．Ｓ）， ７位 （Ｋ．Ｎ），１５位 （Ｈ．Ｓ），

１７位 （Ｊ．Ｙ） であり，Ｔ．Ｓは種目別跳馬優勝， あん馬５位入賞，Ｋ．Ｎは種目別跳馬３位， ゆか６位入

賞であった。 ２部個人総合は２７位 （ＳＭ） と３３位 （Ｔ．Ｓａ） であった。

平成２４年８月１９日～２１日に ・瀬スポ←ツ公園体育館 （山梨県甲府市） で開催された， 日本中学

校体育連盟， 日本体操協会， 山梨県教育委員会， 甲府市教育委員会主催 「第４３回全国中学校体操

競技選手権大会」において， 団体総合に１チーム３名が北海道代表として出場した。 団体総合は

１６位， 個人総合は９０位 （Ｔ．Ｓ），１００位 （Ｋ．Ｎ），１０２位 （Ｈ．Ｓ） であった。

　

平成２４年１０月１９日～２１日に網走市総合体育館（網走市）で開催された，北海道体操連盟主催「第

３５回北海道ジュニア体操競技選手権大会」 において， Ａクラス５名，Ｃ２クラス４名が出場した。

Ａクラスでは， 団体総合で３位入賞，個人総合で６位（Ｋ．Ｎ），８位（Ｔ．Ｓ），１７位（Ｋ．Ｕ），２２位（Ｈ．Ｓ），

２４位 （Ｊ．Ｙ） であった。 また，Ｋ．Ｎは種目別ゆかと跳馬で５位，Ｔ．Ｓは種目別跳馬２位， 鉄棒５位，

Ｈ．Ｓは種目別鉄棒３位にそれぞれ入賞した。Ｃ２クラスでは，団体総合９位，個人総合で２７位（Ｔ．Ｓａ），

２８位 （Ｓ．Ｅ），３０位 （Ｓ．Ｍ），５３位 （Ｈ．Ｄ

　

であった。

　

平成２５年２月２３日～２４日にオホーツクスポ」ツクラブ体育館 （網走市） で開催された， 道東地

区体操協会・連盟主催の 「第３３回道東ジュニア体操競技大会」 において， 中学生の部に３名， 小

学生の部に５名が参加した。中学生の部は団体総合において優勝，個人総合で２位（Ｔ．Ｓ），４位（Ｈ．Ｓ），

６位 （Ｊ．Ｙ） に入賞した。 ・学生の部は団体総合４位に入賞した。
３－２． 本年度実施した地域貢献事業

　

①

　

スポーツおよび身体活動の振興を目的とした事業

　　　

・

　

平成２４年９月１９日に開催された， 浦幌町教育委員会主催 「スポーツ指導者養成講習会」

　　　　

において， 『オリンピックへの道』 のタイ トルで講演を行った。

　　　

・

　

平成２４年９月９日に開催された， 帯広市生涯学習部スポーツ振興室と協力体制のもと，

　　　　

「おとなの市民体力テスト」 を開催した。 測定者として本学学生２名を動員し， 超音波

　　　　

診断装置を用いた， 大腿前部の筋厚測定を試みた。

　　　

・

　

平成２４年９月２３日に開催された， 帯広市教育委員会・帯広畜産大学人間科学研究部門

　　　　

主催 「車いすバスケットボール体験会 『リアルを体感しよう』」 を開催した。 東京都の

　　　　

車いすバスケットボールチームである「ＮＯＥＸＣＵＳＥ」の全面的な協力によって行われた。

　　　

・

　

平成２４年１０月１６日に開催された， 北海道・北海道教育委員会主催 「平成２４年度第２回

　　　　

学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業研修会」 において，『子どもの体

　　　　

力向上や運動習慣の定着を図る活動の展開』 のタイトルで講演を行った。

　　　

・

　

平成２４年１０月２３日に開催された， 北海道市長会主催「平成２４年度北海道市長会保健衛

　　　　

生担当係長等研修会」 において，『身体活動を増やすための地域環境づくり～幸せのた

－

　

６
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めのスポーツ科学～』 のタイトルで講演を行った。

②

　

体操競技の振興を目的とした事業

　　

・

　

平成２４年４月から平成２５年３月まで， 学校法人帯広みどり学園帯広ひまわり第二幼稚

　　　

園において 「体操教室」 を実施した。 主として， 身体ほぐし運動， 柔軟運動， ゴーブイ

　　　

ネーションあそび， 鉄棒， マット運動， とび箱を実施した。 月１～２回という低頻度で

　　　

はあるが， 定期的に指導を行った。

　　

・

　

平成２４年１１月２７日に帯広市立川西小学校において， ５～６年生を対象に 「とび箱教室」

　　　

を実施した。 帯広市立川西小学校は， 北海道教育委員会より， 子どもの体力向上支援事

　　　

業実践研究校の指定を受けており， その取り組みの一環として実施された。
③

　

総合型地域スポーツクラブの振興を目的とした事業

　　

・

　

平成２４年４月から１２月まで， 帯広市光南小学校区近郊にて活動する総合型地域スポー

　　　

ツクラブである 「清柳スポーツクラブ」 に対して，『水中歩行・アクアビクス』 と 『メ

　　　

ンズ水泳教室』 における講師を派遣した。 講師は本学学生１名に依頼した。

　　

・

　

平成２４年９月から１２月まで， 帯広市立光南 ・学校において， 清柳スポーツクラブ 「体

　　　

操教室」 を開催した。 補助者として， 本学学生体操部員１名を動員した。

４． 考

　　　

察

　

「ジュニア体操クラブ」 の定期的なトレーニングを実施するようになって， 本年度で４年目とな

ったが， 十勝の体操史上で初めて， 全国中学校体育大会に出場することができた。 まずは， これま

で十勝の体操競技の火を灯し続けてくださった方々に深く感謝いたすとともに， 今後の活動により
一層の期待をいたしたいところである。

結果にも示したように， 本年度はこれまでで最も競技力が向上した年であったし， 競技成績も最

も高かった。本研究が開始された平成２１年度の時点で， 本年度での全国大会出場を目論んでいた

だけに， 選手・スタッフが一丸となって課題に取り組めたと感じている。 また，Ｔ．Ｓが北海道中学

校体育大会における種目別跳馬優勝によって，「帯広市文化・スポーツ奨励賞」を授与されたことは，
彼にとってもスタッフにとっても， この上ない励みとなった。 毎年， 競技成績を上げている要因の

一つに， 突発的なスポ」ツ外傷が少ないことが挙げられる。 スタッフがチームとして， 器具の点検

や指導プログラム （トレーニングの時間効率を上げる， など） に関するミーティングや勉強会を行

い， スポーツ外傷を防ぐためのシステム的な土台ができてきたことによる成果であると言えよう。
しかしながら， 全国の洗礼は， これまでに味わったことのない屈辱であったし， 目の前にそびえた

つ高い壁を感じた。「団体総合１６位」 の１６という数字は， 出場団体数と同じ数字である。 この結果

を受けて， 選手がよりプラスの方向へ変化していくことを期待しつつ， さらなるコーチングのテク

ニックや， クラブ自体の育成的運営についても思慮をめぐらせていかなければならない。

　

いよいよ， 平成２５年度より， 帯広市南地区総合型地域スポーツクラブ（仮称） の設立準備が開

始される。これまで体操競技に特化した環境づくりを重点化してきた成果もあり， 競技力や 「クラ

ブとしてのチーム力」 が高まってきたことは言うまでもない。「団体ありき」 の総合型クラブでは

なく， 特色を先に備えたクラブとして運営されていくことが望まれる。「体操」はその中核を担う

であろうし， 活動場所や活動の人材としては， 本学および本学学生が活躍していくであろう。例と

－

　

７

　

－



して， 本年度も実施した近隣教育機関へ出向いての体操教室や， 医療機関と連携した高齢者のため

の体操教室， さらに， 帯広市文化・スポ←ツ振興財団との連携協定事業で実施したような， 短期的

なアクロバット体験会などが挙げられる。「するスポーツ」 という面では未だマイナー競技である

体操競技が， 今後さらに振興されていくためには， 器具や環境が周知されているものでなくてはな

らない。 また， クラブは， どんな Ａｄｖａｎｔａｇｅも， どんな Ｄｉｓａｄｖａｎｔａｇｅも受け入れられるというこ

とが望まれる （飛躍的ではあるが）。 そういった意味でも， 帯広市南地区の特色として，「スポーツ

マイノリティのためのスポ←ツクラブ」 を実現させたいと考えている。 本年度実施した， 車いすバ

スケットボールのイベントでは， 帯広市在住の車いす利用者のもどかしさを感じることができた。

またさらに， 環境や組織の重厚化を図らなくてはならない。

　

最後に， 本研究の遂行に際しまして， 多大なるご協力をいただきました， 帯広畜産大学基金に感

謝申し上げます。

キーワード：体操競技， 総合型地域スポーツクラブ
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十勝地域の牛における牛白血病の浸潤状況の調査ならびに

清浄化に向けた対策に寄与できる研究基盤の構築

小

　

川

　

晴

　

子

動物・食品衛生研究センタ」 准教授

１． 目

　　　

的

　

牛白血病の原因は， ウイルス性と非ウイルス性に分けられるが， 牛白血病ウイルス （ＢＬＶ） が

原因の地方病型牛白血病がこの病気の大部分を占める。ＢＬＶは牛のリンパ球に持続感染するが， 多

くの感染牛は無症状のまま長期間経過する。持続感染牛の約３０％がリンパ球増多症を示すが， 臨

床症状は示さない。しかし，長い経過を経て，一部の感染牛が悪性リンパ腫（白血病）を発症する。
牛白血病は， 我が国では平成１０年に届出伝染病に指定され， 発症牛が届出の対象となったが， 未

発症の感染牛は法的規制を受けていない。 近年， 大きく問題視されるのは， 牛白血病の年間届け出

数が， 平成１０年に約１００頭であったのに対し， 平成２０年には約１０００頭と，１０年間で約１０倍に増

えた事である。 届け出数はその後も年々増え， 平成２４年には１９２２頭となったが， そのうちの２８８

頭 （１５％） が北海道の発生である。 これまでに国や自治体あるいは大学等が行った調査によって，

ＢＬＶ感染が我が国の牛に広く浸潤している事が確認されており， 発症牛を減らすためのなんらか

の措置がとられる事が望まれる。 道内では， 北海道大学等によって調査研究が行われ， 感染予防へ

の提言等がなされている。 帯広畜産大学が位置する道東は， 国内随一の農畜産地域である。この地

域におけるＢＬＶ感染の浸潤状況を正確に把握する事は， 予防や清浄化への取り組みの足がかりに

なると考えられる。 そこで， 本研究ではまず， 十勝地域の農場を対象としたＢＬＶ感染疫学調査を

実施した。また， 今後さらに大掛かりな調査研究をするための研究手法の開発も行った。

２． 方

　　　

法

　

２０１２年６月～１２月に十勝地域の乳牛農場Ａ，Ｂ，Ｃにおいて全頭の牛の採血を行い， 得られた血

液を実験に供した。 Ａ農場では春の全頭採血に加えて， 秋にも一部の牛の採血を行った。 これら３

農場は十勝管内の比較的近い地域に位置し， Ｂ，Ｃ農場は同じ町村に， Ａ農場は別の町村に属する。
各農場の飼育頭数は表１に示すとおりである。ＢＬＶ感染の陽性対照として， 動物衛生研究所より

分与を受けたＢＬＶ感染牛の血液を用いた。２０１２年４月に本学へ病畜として搬入された３頭の牛の

血液も実験に供した。 これらのうち２頭は， 臨床症状及び抗体検査によって白血病発症牛と診断さ

れた牛であり， 残りの１頭はＢＬＶ抗体陰性の牛であった。 これらの血液中の白血球分画からＤＮＡ

を抽出して遺伝子診断に， 血液から分離した血清を抗体検査に使用した。 遺伝子診断には， １）

ｏｍ 推 奨 プライ マ ← を 使用 したｅｎｖ（ｇｐ５１）遺 伝 子 を 標 的 と したｎｅｓｔｅｄ‐ＰＣＲ，２） Ｈｅｅｎｅｍａｎｎ ら

（２０１２） の報告によるＰｏｌ遺伝子を標的としたｒｅａｌ‐ｔｉｍｅＰＣＲ（Ｐｏｌ‐ｒｔ‐ＰＣＲ），３） タカラバイオ（株）

のｔａｘ遺伝子を標的としたｒｅａｌ‐ｔｉｍｅＰＣＲ（ｔａｘ‐ｒｔ ＣＲ）を用いた。 血清診断には，ｅｎｖ（ｇＰ５１）タンパ

ー

　

９
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クの抗原部位のペプチドを抗原としたＥＬＩＳＡ（ｇｐ５１‐ｐｅｐ‐ＥＬＩＳＡ） を行なった。 抗原部位の解析と

ペプチ ド合成は ＧｅｎＳｃｒｉｐｔへ依頼した。

３． 結

　　　

果

　

ＢＬＶ遺伝子診断を開始するにあたって， まず， 陽性対照と一部の野外検体についてｎｅｓｔｅｄ ＣＲ

とＰｏｌ‐ｒｔ ＣＲの両者を実施したところ， 陽性対照の結果は両法で１００％一致し， 結果の再現性も確

認された。 一方， 野タ 検体については， Ｐｏｌ‐ｒｔ ＣＲの結果の再現性が高く， 手技面からも多検体を

解析するにはＰｏｌ‐ｒｔ‐ＰＣＲが適すると判断された。 また， Ｐｏｌ‐ｒｔ‐ＰＣＲと市販キッ トのｔａ ｒｔ‐ＰＣＲを比

較したところ， ２法でほぼ完全に一致したＣｔ値が再現性よく得られる事を確認した。 これらの結

果をふまえ， 本研究では， 野タ 検体のＢＬＶ遺伝子スクリ」ニング法として，Ｐｏｌ‐ｒｔ ＣＲを用いる

こととした。
表１． 十勝地域の３農場の乳牛についてのＰｏｌ－ｒｔ－ＰＣＲによる

　　

ＢＬＶ検査の結果
３農場で採取した全頭の牛の血液検体につ

い て， ｐｏ，．ｒｔ‐ＰＣＲに よ る ＢＬＶ 遺 伝 子 検 査 を

　　　

牧

　

場

　　

供試数

　　　

陽性数

　　

陽性律（％）
実 施 した。 そ の結 果， ＢＬＶ 陽性 と判 定さ れ

　　　　

Ａ

　　　　

「９９

　　　　

７

　　　　

３．５

た個体は， Ａ農場では１９９頭中７頭 （３．５％），

　　　　

Ｂ

　　　　

１６２

　　　　

４３

　　　　

２６．５

Ｂ農場では１６２頭中４３頭 （２６．５％）， Ｃ農場

　　　　

Ｃ

　　　　　

６３

　　　　

３６

　　　　

５７．１

では６３頭中３６頭 （５７．１％） であった （表１）。

　

各農場の全頭の牛血液から抽出したＤＮＡを鋳型にｐｏ－－作ｐｃＲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を行い， Ｃｔ値が得られた検体を陽性とした。

最も陽性率が低かったＡ農場においては， １

回目 （５～６月） に行なった全頭検査の約半

　　

表２－

　

Ａ農場の牛についてのＰＯ１‐ｒｔ‐ＰＣＲによる２回のＢＬＶ

年後の１１月に再度， 子牛２５頭， 育成牛４３頭，

　　　　

検査の結果

母牛２８頭の全９６頭についてＢＬＶ 遺伝子検査

　　　　　　

牛の分類

　　　　

供試数

　　　

ＢＬＶ陽性数

を実施した。 これら母牛２８頭の中には 一

　　

“

　　　　

平目

　

２亨月

回目の検査でＢＬＶ 陽性と判定さ れた個体 が 育成牛

　　　　　

４３

　　　

０

　　　　

０

１ 頭 含 ま れ て い た が， ２ 回 目 の 検 査 で は， そ

　　　

子牛 （Ｈ２３．９～Ｈ２４．６生）

　　

１３

　　　　

０

　　　　

０

の陽性個体に加えて新たに１頭の母牛が陽性

　　　

子牛（Ｈ２４．６～Ｈ２４．１１生）

　

１２

　　　　　　　　

ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ回目はＨ２４年春， ２回目は同年秋に行なった。
と 判 定 さ れ た。 育 成 牛 お よ び

　　　　　　　　　

＊１回目に陽性だった個体に加ぇて新たに１頭が陽性と判定された。

子牛は全て陰性と判定された

（表 ２）。 な お， こ れ ら の 子 牛

　　　　

表３． Ｂ農場とＣ農場の牛についてのＰｏ１‐ｒｔ‐ＰＣＲによるＢＬＶ検査の結果

の中には， １回目の検査で陽 年齢区分

　　　　　　

Ｂ牧場

　　　　　　　　　　　

Ｃ牧場

川

　

ゼ （ 老 凡什｛、こ 什 ま ね れ／田

　　　　　　　　　　　

検体数

　　

陽性数

　

陽性率（％）

　

検体数

　　

陽性数

　

陽性率（％）

　

んソハ」丹Ｔ匁十っエ小但 ＡＩ凹

　　　　　

ｏ歳

　　　　　

２９

　　　　

１

　　　　

３．４ ｌｏ

　　　　　

ｌ

　　　　

ｌｏ．０

体 も １ 頭 含 ま れ て い た。 Ａ 農

　　　　

，歳

　　　　

Ｉ８

　　　　

３

　　　

１６．７

　　　

１２

　　　　

４

　　　

３３．３

場 に 比 べ て 陽 性 率 の 高 か っ た

　　　　

２歳 ２７

　　　　

８

　　　

２９．６

　　　

８

　　　　

５

　　　

６２．５

Ｂ農場およびＣ農場の結果に

　　　

３歳以上

　　　

８８

　　　

３１

　　　

３５．２

　　　

３３

　　　

２６

　　　

７８．８

つ い て， 牛 の 年 齢 ご と の ＢＬＶ
全て

　　　

１６２

　　　

４３

　　　

２６．５

　　　

６３

　　　

３６

　　　

５７．１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

両農場の牛の年齢ごとのＢＬＶ陽性率を示した。 最下段（全て）の値は表１と同じである。
陽性率を比較してみた。 その

結果， いずれの農場においても， ０歳牛に低率ながらも陽性個体が存在し， 加齢に従って陽性率が

上昇していた。 Ｃ農場の牛におけるＢＬＶ陽性率は， ２歳では６２．５％， ３歳以上では７８．８％であっ

た （表３）。ｒｅａｌ‐ｔｉｍｅＰＣＲで得られるＣｔ値は検出遺伝子量に比例するため， 年齢ごとのＣｔ値の比

牛の分類 供試数
ＢＬＶ陽性数

１回目 ２回目

母

　

牛 ２８ ｌ ２＊

育成牛 ４３ ０ ０

子牛 （Ｈ２３．９～Ｈ２４．６生） １３ ０ ０

子牛 （Ｈ２４．６～Ｈ２４．１１生） １２ ０

牧

　

場 供試数 陽性数 陽性律（％）

Ａ 「９９ ７ ３．５

Ｂ １６２ ４３ ２６．５

Ｃ ６３ ３６ ５７．Ｉ

年齢区分
Ｂ牧場 Ｃ牧場

検体数 陽性数 陽性率（％） 検体数 陽性数 陽性率（％）

０歳 ２９ ３．４ ｌｏ ｌｏ．０

１歳 １８ ３ １６．７ １２ ４ ３３．３

２歳 ２７ ８ ２９．６ ８ ５ ６２．５

３歳以上 ８８ ３１ ３５．２ ３３ ２６ ７８．８

全て １６２ ４３ ２６．５ ６３ ３６ ５７．Ｉ
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較を行った。 その結果， 両農場ともに， 感染牛における年齢と感染ＢＬＶ遺伝子量には相関は認め

られなかった （図１）。

　

ｇｐ５１‐ｐｅｐ‐ＥＬ工ＳＡを用いて牛血清からの

ＢＬＶ抗体の検出を試みた。 その結果， 陽

性対照牛１頭の血清において高い吸光度が

得られたものの， 他の２頭の陽性牛では陰

性牛との差が認められなかった。 更に， Ａ

農場の全頭の牛の血清についｇｐ５１一ｐｅｐ‐

ＥＬ工ＳＡを行なったが， 得られた結果には，

Ｐｏｌ‐ｒｔ‐ＰＣＲによる遺伝子検出結果との相関

は認められなかった。

　

。

　　

０

　

８
令

　　　　　

－

可

　

０

零
　　　

図毛Ｂ農場およびＣ農場の牛についてのｐｏ１－ｒｔ－ＰＣＲで得られたＣｔ値の年齢別比較
各個体について行ったＰｏｌ‐ｒｔ‐ＰＣＲで得られたＣ順を丸印，年齢ごとの平均値を棒線で示した。
Ｃｔ値が低いほどその個体に検出されたＢＬＶ遺伝子量（コピー数）が多いことを意味する，

４． 考

　　　

察

　

十勝地域の３農場におけるＢＬＶ感染牛の割合は，３．５～５７．１％であった。 北海道大学の今内ら

（２０１２） が道内の牛を対象にｎｅｓｔｅｄ‐ＰＣＲを用いて行った調査でも， 群ごとの陽性率は０～１００％

と大きく異なる事が報告されている。今回調査した３農場は， 比較的狭い地域に分布するにも関わ

らず，ＢＬＶ感染率が農場間でかなり異なっていた。ＢＬＶの感染経路は極めて限定され， 感染血液

や乳汁を介した水平または垂直感染によるとされる。出産や獣医療行為等における感染血液の取扱

いや，感染母牛の初乳の処理等を徹底する事によってかなり感染が予防できる事は周知されている。
それにも関わらず， 高率に陽性牛を抱える農家が存在することは， 他の要因に配慮した取り組みが

必要である事を意味するとも考えられる。 感染拡大の危険要因の一つとして， 夏のアブ等の吸血昆

虫による感染があげられる。多くの農場では，夏に育成牛を公共牧場等へ預けて放牧する。この間，
複数の農場からの牛がともに過ごすため， 感染牛が含まれていた場合には， 吸血昆虫媒介の感染を

受ける可能性が高い。 今回， Ａ農場では， 育成牛を対象に放牧前後に検査したが， いずれも陰性で

あり， 放牧後の感染は確認されなかった。 このことは， Ａ農場の牛が放牧される放牧場には， 感染

牛の少ない農場からの牛が放牧されていた可能性を示唆するのかもしれない。 一方， Ａ農場とは異

なる町村に位置するＢ，Ｃ農場の牛が放牧される牧場では， Ｂ，Ｃ農場を含めて陽性牛が多く， 濃厚

感染の場となっている可能性も考えられ， 今後の検証が求められた。 同じ農場内においても， 感染

牛と濃厚に接触した牛は， 感染リスクが高い事が知られており， Ｂ，Ｃの農場内の飼育条件につい

ての調査が求められる。 なお， Ａ農場については， ここ数年の出産について母子感染が確認された

事例はなかった。 しかし， １回目の検査では陰性でありながら２回目で陽性へ転じた母牛１頭につ

いては， 昨年春の出産後に陽性牛と同じ分娩房に入れられていた事が確認され， 接触あるいは吸血

昆虫媒介の水平感染が疑われた。農場内における感染拡大なのか他からの新たな侵入であるのかは，
感染ウイルスの遺伝子配列の違いによって識別できる可能性があるため解析を進めている。 診断に

有用な他法による解析も試みている。 また， 今後更に多くの牛について検査をする目的で， 簡便・

迅速で安価な手法の確立を目指したいと考えている。その一つとして， 蛍光偏向法による抗体検査

を視野に， 用いる抗原の選定を行っている。今回用いたペプチド抗原では十分な検出感度が得られ

なかったが， 組換えタンパクの作製等によって手法の確立を目指したいと考える。
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以上，十勝地域の農場を対象とした牛白血病の疫学調査研究を行い，今後の研究基盤を構築した。
今後， 学内外の協力を仰ぎつつ研究を拡大し， 牛白血病清浄化対策に寄与する体制の構築に貢献し

たい。

５． 謝

　　　

辞

本研究の遂行にあたっては， 本学獣医学ユニットの多くの教官と学生にご協力戴きました。 中で

も， 野タ調査に多大なご協力を戴きました猪熊寿教授， 石井三都夫准教授， 槍木孝弘助教， 酒詰史
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国際薬瀧医対す衝動臓



ミャンマー国ミャンマー獣医科大学との学術交流

（海外研究者招へい事業）

　

花

　

田

　

正

　

明

畜産生命科学研究部門

　

准教授

タ国人研究者名

　

ＴｉｎＮｇｗｅ氏

所属機関・職名

　

ミャンマ←獣医科大学学長

１。 目

　　　

的

Ｔｉｎ教授は， ミャンマ←獣医科大学において一貫して稲ワラを中心とした低消化性飼料資源の飼

料価値向上に取り組まれ， 研究および人材育成の両面からミャンマーの畜産技術の向上に尽力され

ている。 今回のＴｉｎ教授の本学への招聴目的は， ①低消化性飼料資源の飼料価値向上に関する情報

交換と両校間の共同研究実施の可能性の検討， ②学部生， 大学院生を対象とした講演会の実施（ミ

ャンマーの畜産の現状と課題ならびに日本畜産への提言）， ③帯広畜産大学とミャンマ」獣医科大

学の学術交流の推進を図ることである。

数年前から本学にミャンマー獣医科大学の卒業生が留学されるようになり， 両校間の交流は徐々

に広がりつつあるが， ミャンマー獣医科大学の教官を本学に招聴するのは今回が初めてである。 ミ

ャンマー獣医科大学の学長であるＴｉｎ教授を本学に招晴することにより， 帯広畜産大学とミャンマ

ー獣医科大学との交換留学制度の設立や両校間の共同研究の実施など両校間の交流のより一層の発

展が期待される。

２． 期

　　　

間

平成２４年１２月２日～平成２４年１２月９日

３． 場

　　　

所

帯広畜産大学：１２月３日－１２月 ５日，

北海道総合研究機構畜産試験場， 共働学舎：１２月３日

酪農学園大学：１２月６日

北海道大学農学部：１２月７日

４． 内

　　　

容

　

ミャ ンマー獣医科大学（ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＶｅｔｅｒｉｎａｒｙＳｃｉｅｎｃｅ）の学長である Ｔｉｎ教授は， １２月 ３日早

朝に東京に到着され， 新千歳空港経由で帯広へ移動した。 移動中， 新得で北海道総合研究機構畜産
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試験場ならびに共働学舎を訪問した。北海道総合研究機構畜産試験場では，仙名基盤研究部部長が，
現在， 同試験場で実施している研究課題やこれまでの研究成果と北海道における畜産技術情報の生

産者への普及システムについて説明された。Ｔｉｎ教授は， 飼料自給率８０％を目指した乳牛の破砕処

理とうもろこしサイレージ多給技術， 溶液噴霧によるでん粉粕への飼料養分添加法， 豚繁殖呼吸障

害症候群ウイルスの感染防止対策や豚マイコプラズマ肺炎不活化ワクチンによる肥育豚の発育改善

に関心を持たれ， これら技術のミャンマ←での応用の可能性等について意見交換を行った。

　

生産者が乳製品 （ナユラルチ」ズ） を生産している共働学舎では， 酪農場で乳製品を製造販売す

るに至った経緯について説明を受けるとともに， 数種類のチーズを試食した。 現在， ミャンマーで

は乳製品に対する需要が高まりつつあるものの， 輸送や冷却など品質維持のためのインフラが十分

に整備されているとはいえず， 生乳を輸送・販売するには大きな制約がある。 このため生産地周辺

で牛乳を加工した後， 消費地へ乳製品を供給する方法が適当と考えられ， チーズ製造も加工方法の

１つとして挙げられている。

　

帯広到着後は， 花田研究室で研究紹介なら‐びに今後の共同研究実施の可能性などについて議論す

るとともに， 両国の畜産に対する評価や今後の方向について意見交換した。 その後， 帯広畜産大学

に在学しているミャンマー出身の学生と面会し， 各学生がＴｉｎ教授に近況報告を行った。

　

１２月 ４日の午前中は， 帯広畜産大学において， 現在， ミャンマーからの留学生を指導されてい

る桑山教授ならびに手塚教授を訪問し， それぞれ１時間前後意見交換を行った。 午後は， 花田研究

室に所属しているミャンマ」からの留学生で岩手大学連合大学院博士課程１年Ｓｙａｗ ｗｙ‐ｎｎさんが

修士課程ならびに現在実施している研究内容についてＴｉｎ教授に説明し， 研究内容や今後の方向性

についてＴｉｎ教授と意見交換を行った。 夕方， 学長を表敬訪問し， その後， 本学道遥舎で歓迎会を

実施した。

　

１２月 ５日の午前中は手塚研究室に所属している本学大学院畜産生命科学専攻修士課程２年の

ＴｈｅｔｓｕＭｙａｔさんが修士論文の研究内容についてＴｉｎ教授に説明し， 研究内容や今後の方向性につ

いてＴｉｎ教授 と意見交換を行っ た。 ５ 日 の 午 後 は， Ｔｉｎ教 授 に よ る 講 演：ＣｕｒｒｅｎｔＲｅｓｅａｒｃｈ

ＲｅｇａｒｄｉｎｇＷｉｔｈＲｕｍｉｎａｎｔＮｕｔｒｉｔｉｏｎａｎｄＰｒｅｓｅｎｔＤａｉｒｙＦａｒｍｉｎｇｉｎＭｙａｎｍａｒが本学講義棟５番教室

で行われ， 約５０名の参加があった。 講演においてＴｉｎ教授は， 長年にわたりミャンマーにおいて

実施してこられた稲ワラの飼料価値改善試験の研究成果を概説するとともに， ミャンマーの畜産の

状況やミャンマー唯一の獣医畜産系大学であるミャンマー獣医科大学の概要についても紹介され
た。 ミ ャ

　

ン マ ー 獣 医科大学 に は Ａｎａｔｏｍｙ， ＰｈｙｓｉｏｌｏｇｙａｎｄＢｉｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ， Ｐａｔｈｏｌｏｇｙａｎｄ

Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ， ＰｈａｒｍａｃｏｌｏｇｙａｎｄＰａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ， Ｍｅｄｉｃｉｎｅ， Ｓｕｒｇｅｒｙａｎｄ Ｔｈｅｒｉｏｇｅｎｏｌｇｙ， ＡｎｉｍａＩ

Ｓｃｉｅｎｃｅの７つのコ←スがあり， 教官７９名， 学生１，１７７名 （大学院生３９名を含む） が在籍しており，
教官の中には日本で学位を取得された方が多いとのことであった。

　

１２月 ７日は， 酪農学園大学を訪問し， 農食環境学群の森田教授ならびに中辻教授から酪農学園

の概要について説明を受けるとともに， 谷山弘行学長を表敬訪問した。 その後 「ミャンマー農業の

現状」 と題して酪農学園の教官・学生に対して講演を行った（講演の様子は酪農学園大学のＨＰに

掲載されています （ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｒａｋｕｎｏ．ａｃｊｐ／２０１２／１２月１４５６／）。

　

１２月 ８日は， 北海道大学農学部を訪問し， 生物資源生産学部門の畜牧体系学研究室を訪問し，
近藤教授， 上田准教授ならびに三谷助教と意見交換を行った。さらに， 同部門の家畜栄養学研究室

を訪問し， 小林教授ならびに ・池准教授と面会し， 意見交換を行った。 その後， 北海道大学農学部
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で学んでいるミャンマー出身の学生と面会し， 各学生がＴｉｎ教授に対して近況を報告した。

今回のＴｉｎ教授の訪日は， 帯広畜産大学はもとより北海道とミャンマ」との間の学術交流の発展

を目的に計画された。 現在， 文部科学省の支援により北海道には多くのミャンマーからの学生が学

んでいる。 そのほとんどがミャンマ←獣医科大学出身の学生で， 交流の発展には， 今後の彼らの活

躍が欠かせない。 今回のＴｉｎ教授の訪日が， 帯広畜産大学とミャンマ←獣医科大学， 北海道とミャ

ンマーとの良好な関係の構築の一助となれば幸いである。
最後になりましたが， 今回， ミャンマーと北海道との学術交流の機会を与えていただいた帯広畜

産大学基金国際交流に対して感謝申し上げます。
５． キーワード：ミャンマー獣医科大学， 帯広畜産大学，ＴｉｎＮ９ｗｅ

写真１

　

帯広畜産大学におけるＴｉｎ教授の講演風景

写真２

　

Ｔｉｎ教授と帯広畜産大学で学ぶミャンマーからの留学生
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スイス国ペットスイス連合獣医学部（ベルン大学および

チューリッヒ大学獣医学部）との学術交流（海外研究者招へい事業）

門

　

平

　

睦

　

代

畜産フィールド科学センタ」 教授

外国人研究者名 カタリナ・スターク氏

所属機関・職名

　

スイス国ベルン大学獣医学部カタリナ・スターク教授

１． 目

　　　

的

　

「家畜防疫研究室」 が新設され，「十勝モデルによる食の安全確保」 プロジェクトが採択された

ことをふまえて， カタリナ・スターク先生から口蹄疫シミュレーションモデルや食の安全に関する

リスク評価手法などの技術指導を受け， 意見交換をすることが招贈の目的である。また， 大学院生

のための疫学に関するセミナーも開催する。 彼女は，２００５年７月に１カ月ほど本学に滞在し， 公

衆衛生分野における本学の研究体制の評価や衛生専攻の講義を担当したことがある。１１月上旬ま

で香港で講義を行っているということを知り， 帯広に数日間滞在する時間がとれるということを確

認したので招聴することにした。スターク先生を知らない若手の教員や大学院生との交流が実現で

き， ベルン大学との学際的共同研究への道が大きく開かれる。また， 家畜防疫室の戦略や十勝モデ

ルプロジェクトが， スイス政府の経験や最新の公衆衛生分野の技術を導入することで， より一層洗

練されたものとなる。

２． 期

　　　

間

平成２４年１１月３日より７日までの５日間 （３日香港より新千歳空港を経由し来帯， ４日日曜日

は月曜日のセミナー準備， ５日にセミナー開催・金山理事との懇談， ６日に倉園教授ら十勝モデル

関係者と研究内容についての意見交換・学内の施設見学， ７日新千歳空港より香港へ）

３． 場

　　　

所

帯広畜産大学

４． 内

　　　

容

平成２４年１１月５日（月） 午後４時半より２５番教室で獣医疫学セミナーを開催した。 講師は， 帯

広畜産大学基金国際交流に対する支援事業助成金により招増した， スイス国ベルン大学獣医学部カ

タリナ・スターク先生であった。 彼女は， スイス連邦獣医局のモニタリング部門長を務めた後， ロ

ンドン大学獣医学部の公衆衛生部門の教授として５年勤務し， 家庭の事情により２年前にベルン市

に戻ってきた。 本学にも７年前１ヶ月ほど客員教授として勤務していたことがある。 本日の講義の

テ←マは，「抗生物質耐性菌のリスクを減らすためのｏｎｅＨｅａｌｔｈアプロ←チ」 であった。 欧州の事

例によれば， 家畜への抗生物質を使う量は国により異なり， 耐性菌の出現割合は人と動物で同じよ

うに右上がりである。 また， 抗生物質使用間隔を長くすると， 耐性菌の出現が減少すると報告され
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ている。つまり， 耐性菌のリスクを減少されるためには， 人と動物の医療関係者から家畜生産者ま

で， すべての関係者が環境汚染も考慮したリスク管理方法について議論することが焦眉の課題であ

るという。法的な処置も重要であるが， 関係者が知識を増やし， 日 ，々 正しい管理方法を実践する

ことで問題解決へとつなげていくことが望まれる。ＪＩＣＡ研修員や大学院生など外国人関係者の参

加者が中心であったが， 酪農学園大学からの参加もあり， 総勢３１名が特別講義を拝聴し， 活発な

意見交換が実施できた （下記の写真参照願う）。

　

また，「疫学手法を用いた十勝モデル構築による食の安全確保」 事業について， 本学の関係者ら

と議論した。 これは研究課題というより， 獣畜産融合型の教育を実践するための学生用教育シラバ

スづくりが目的のプロジェクトである。 大学の中期目標にも記載してある 「獣畜産融合型の教育」
を充実させるためにはさらなる努力が必要である。 食肉解体所や食品関連の新しい施設も建築中で

あり， 教員の再訓練も含めた新しいアプローチが求められている。 欧州や北米での類似の経験につ

いて紹介していただいた。 新しい教育方法の導入には， 関係者間での十分な議論が大切であると感
じた。

　

さらに， ７年前にスターク先生が本学に滞在された時にフィールド訪問に同行された金山理事と

は， 新しい教育システム， 講義の方法な どについて懇談した。 具体的には，Ｐｒｏｂｌｅｍｂａｓｅｄ

ｌｅａｒｎｉｎｇ， カリキュラム開発， 学生の講義への主体的参加などである。 これらの新しい教育システ

ムについて教員教育を担当できる人材の必要性にも言及したが， 同様の内容について， 共同獣医学

課程の新カリキュラム開発を担当されている倉園教授らとも議論する機会があった。 来年１月彼ら
がベルン大学とチュ」リッヒ大学を訪問し情報収集するというであり， スタ」ク先生がその架け橋

として仲介をしてくださることになった。
以上のように， ２日間という短時間ではあったが， 本学の教育体制や教員の特性を知っているス

ターク先生の再訪により，ベルン大学との親交もさらに育まれ，効果的な意見交換ができたと思う。
最後に， このような学術交流の機会を与えていただいた帯広畜産大学基金国際交流に対して感謝申

し上げる。

５． キーワード：獣医公衆衛生， 獣医教育， 食の安全， ワンヘルス
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オランダ国フードバレーとかち海外視察における事務職員派遣研修

加

　

藤

　

史 代
研究支援課研究支援係

１． 視 察 目 的

　

オランダフードバレーを視察し， 農業の生産性向上や施設園芸技術， 輸出戦略などに係る， 生

　

産者・企業・行政をはじめとした関係者間の連携手法を学び， 農商工・産学官連携の重要性を

　

調査する。

２． 訪 問 期 間

　

平成２５年２月１０日 （日） ～平成２５年２月１６日 （土）

３． 視 察 内 容

・２月１１日 （月）

ＭＡＲＱｔ（マルクト） という有機野菜など安全・安心な農畜産物を扱うス」パ」を視察した。
特に近年オランダ圏内 （特に都市部） において出店を伸ばしており， 日本では見ないような野
菜や多種多様のカット野菜， オランダをイメージするようなチーズコーナーがあった。
（写真①②）Ａ１ｂｅｒｔＨｅりｎ（アルバート・ハイン） というオランダで約７００店舗を運営してい

る最大手スーパーチェーンを視察した。 ここでは食料品から日用品まで様々な品物を取り扱っ

ている。 またプライベートブランドも扱っていた。（写真③） ここでも多くの有機野菜が陳列

されていたことからオランダ国民における食品の安全・安心に対

　　

戸鴎麟Ｆ‐÷「言露園璽璽璽翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　
　 　 　　　　　する関心が高まっていることがうかがえた。

　　　

Ｆｉｇきき轟き類書キー

写真① 写真② 写真⑤

・２月１２日 （火）

ＦｏｏｄＶａｎｅｙＳｏｃｉｅｔｙ（フードバレー財団） を訪問した。 フ」ドバレ」財団はオランダで事業を

立ち上げようとする企業 （進出企業） や地元企業をフードバレーでの研究開発とマッチングさ
せる役割を担っている。
ＭｕｓｈｒｏｏｍＲｅｓｅａｒｃｈ（マッシュル」ム研究所） を訪問した。 ここではきのこの栽培方法や廃棄

物の再利用の研究している。また， 民間と公的機関の共同研究体制は両者が出資によって行わ

れる研究が一番多いようだ。
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ＲｅｓｔａｕｒａｎｔｏｆｔｈｅＦｕｔｕｒｅ（未来レストラン） を視察した。 単に新しい食品や調理法， セルフサ

ービス・システムの実験施設だけではなく， 消費者の飲食行動をビデオカメラやセンサー等を

用いて詳細に観察する場でもあり， 研究者がレストランの常連客を長期的に観察できることが

利点である。 チーズやヨーグルトなど乳製品の量がとても多かった。（写真④⑤）

写真④ 写真⑤

Ｐ１ａｎｔＲｅｓｅａｒｃｈｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（国際植物研究所） を訪問した。 大学の役割や戦略， フードバレ

」財団の役割， 政府の出資方法についてうかがった。 大企業は， 直接大学へ連絡することがで
きるが， 中 ・企業は大学機関に連絡することができないため， フードバレー財団のおかげでそ

うした中小企業と大学がコンタクトを取れるようになったようだ。
ＴｈｅＮｕｔｒｉｅｎｔｓＭａｎａｇｅｍｅｎｔ工ｎｓｔｉｔｕｔｅ（土壌研究所） を訪問した。 ここでは土壌診断をベース

に化学的， 物理的， 生物的要素を数値化し， 作物ごとに最適な施肥量， 有機物の投入量等を提
案している。 オランダは産業廃棄物 （バイオガスプラントからでる消化液） を有効活用できな
い問題を抱えているようだ。
・２月１３日 （ガリ

Ｐｒｅｍｉｎｅｎｔ（プレミネント社） を訪問した。 天然ガスを燃やして電気を生み， その副産物でも

ある熱，Ｃ０２を回収し， トマト生産に役立てている。 発電による余剰電力は電力会社に販売さ

れている。また余剰熱， 余剰二酸化炭素は再び温室のために使われている。 自動化が進み大規
模なハウス内を少人数の従業員で収穫していた。（写真⑤⑦）
ＯＣＡＰ／ＴｏｍａｔｏＷｏｒｌｄＴｏｕｒ（オ」カップ社／トマトワールド社） を訪問した。 オーカップ社は

産業界で余ったＣ０２を再利用し５００戸の温室に供給している。 ロッテルダムからアムステルダ

ムに石油を輸送していたパイプラインを活用して二酸化炭素を輸送している。
トマトワ←ルド社は６つのトマト農家がトマトに関する人々の知識の交流と理解促進を目的に

設立された。 天敵生物を活用し， 一般的には１施設１種類のトマトを栽培しているがここでは

約８０種類のトマトを栽培している。（写真⑧）
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写真⑥

　　　　　　　　　　　　　　　

写真⑦

写真⑧
・２月１４日 （木）

ＭｒＲｉｎｕｓ（リナス （混合農家）） を訪問した。 畑作， 畜産 （肉牛） の複合経営を行っている。

広大な農地を一人で切り盛りしているが， 繁忙期の播種や， 収穫は機械の共同利用やコントラ

クターを利用している。収入の約半分を占める補助金により経営が成り立っている。（写真⑨⑩）

ＦＡＲＭ

　

ＰＡＣＫ（ファームパック社） を訪問した。 ここでは生産地から近いという工場の立地

条件を活かし， 収穫してから２時間以内に冷凍している。（スイ」トコーン等） ＢＲＣ国際規

格認証を毎年取得している他， スタッフに食品業に携わるための資格を取得させる等， 品質管

理や社員教育をしっかり行っている。（写真⑪）

　　　

ｉ糟！姿態嘉さ妻細難≧総務驚覇．

　　　　　　

謝鵬勤

写真 ⑨

　　　　　　　　　　　　　

写真⑩

　　　　　　　　　　　　　

写真⑪

４． ま

　

と

　

め

　

オランダのフードバレ←において政府はプラットフォームを整備しフードバレー財団は企業や

　

研究者のマッチングに力を入れ緩やかな協力体制を形成していた。 また， 生産者は直接フ」ド

　

バレーの恩恵を受けている認識はないようだが， 農協等を通じて間接的に恩恵を受けていると

　

感じているようだった。 オランダは九州ほどの大きさのため希少資源である土地やエネルギー

　

の利活用を極限まで追求する効率的な生産方式を採用している一方で， 昔ながらの畑作・酪農

　

の混合農家が多く存在し， 十勝と同じような風景が見られたことがとても印象的だった。今回

　

の研修ではオランダのフ←ドバレ」を視察するとともに， 異なる業種の方と同行することで十

　

勝について深く考えるいい機会になった。

　

最後になりましたが， オランダ視察の機会を与えてくださいました学内関係者並びに大学基金

　

の皆様に深く御礼申し上げます。
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帯広畜産大学マンドリンサークル

　

帯広畜産大学マンドリンサークルは，１９６５年５月にマンドリン同好会として発足し， 翌年正式

にマンドリンサークルとして認められました。 定期演奏会をはじめ地域の方々にマンドリン音楽を

聴いていただいており， 現在部員は２８名で活動しています。

１． 川西地区マンドリンコンサート （２０１２年０８月２８日）

　

帯広市立川西中学校にてコンサ」トをさせて頂き

ま した。 当日は 「アンパンマンマ」チ」， 「カ ントリ

ーロード」 などを演奏し， 園早から大人まで幅広く

喜んでもらえました。

２． 第目８回ＪＲ帯広駅コンサー ト

　　　　　　　　　

－－搬蹴濯ぎ雌

　

漏『

　

ＪＲ帯広駅東通りコンコース特設ステージにて，

　

（２０１２年１０月１３日）

　　　　　　　　

圃 霊 園聾 潮 騒襲圃謄

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　
　　　　

　　　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　　　
　　

コンサートを行いました。

第１部は， 幕別町立札内中学校吹奏楽部， 第２部

は私達， 帯広畜産大学マンドリンサークルが演奏を

しました。「風の丘」，「神田川」 などを演奏し， 多くの方々に喜んで頂きました。

３． 定期演奏会 （２０１２年１１月２４日）

部発足後， 毎年定期演奏会を開催しており， 今年は第４３回定期演奏会をとかちプラザレインボ

ーホ←ルで開催しました。 演奏会は， ３部構成で 「情熱大陸」，「天体観測」，「じょんがら抄」 など

約１０曲のマンドリン演奏を多くの方々に聴いて頂きま

した。

そのほかの活動

・第７回道東マンドリンフェスティバル

　

（２０１２．０９．０１）

・陸上自衛隊第５音楽隊第２９回ファミリーコンサート

　

（２０１２．１２．０８）

マンドリンサークルヘビ支援を頂きました帯広畜産大学基金に心からお礼申し上げます。
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帯広畜産大学吹奏楽部

帯広畜産大学吹奏楽部は，１９９１年７月に同好会として発足して以来， 定期演奏会をはじめとし

た様々な演奏会で， 地域の方々と音楽を通じた交流をしてきました。 現在は１９名で活動しており

ます。

１． 帯広第一自動車学校地域感謝Ｄａｙ

　

（２０１２年７月１日）

　　

帯広第一自動車学校の 「地域感謝Ｄａｙ」

　

にて演奏させていただきました。 今回は午

　

前と午後の２回の演奏でした。 ３曲ずつ演

　

奏し， どちらも地域の皆様に喜んでいただ

　

けたようで， こちらも楽しく演奏すること

　

ができました。

　　　　　ｒ、

　　　　　　　　　　

－

　　　　　

－
　　

、
ｒ

　

．－、

、
ユ
ー

２．第５８回北海道吹奏楽コンクール

　　　　

麟璽璽灘饗醒慶醍瀞鍾裟曇ｉ嚢聾璽萎園騨璽藁腫鱈麟滋鐙滋養

　

（２０１２年８月３０日）

　　

今年度のコンク←ルでは学生３２名で出演し，「民衆を導く自由の女神」 を演奏しました。 そ

　

して， ５団体中１位と去年に続きゴールド金賞をいただくことが出来ました。 今年のコンクー

　

ルは部員一丸となって努力してきたことが結果に結びつき私たちの大きな自信となり， 今後の

　

演奏にも繋がる大きな収穫となりました。

釜檀潤 穂畿墨回 北海道吹奏楽コンクール

　　　　　　　　　　　　　

帯広地区

　

帯広 畜産大学

　　　　　

指揮；芳野

　

光一

　　　　　　　　　

民衆を導く自由の女神／作曲：樽屋縦徳／２０１２年８月３０日（木）／札幌コンサートホールｌｏｔａｒａ大ホール
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３． 陸上自衛隊

　

第５音楽隊

　

第２９回ファミリーコンサート

　

（２０１２年１２月 ８日）

　　　　　　　　

瞳

　　

自衛隊からの依頼によって， 私たち吹

　　　　　

轍麟

　

奏学部にとって初めての試みではありま

　　　

鰻鰯

　　

嗣・、

　

したが， 陸上自衛隊第５音楽隊の皆さん

　

と共演が実現しました。 自衛隊が毎年主

　

催するファミリ」コ ンサー トには１０００

　

人もの地域の方々が足を運ぶため， 今回

　

の出演で私たちの活動を地域の皆様に伝

　　　　　

灘勝

　　

　

　

　

　

　

　

　　　　 　　

　

　

　　

　　

　　　

　

　

　

　　　

　

　

　

　

　　　

　

運んでくださった地域の方もたくさんい

　

らっ しゃって， 私たちにとってとても良

　

い演奏会となりました。

４． 第２０回定期演奏会

　

（２０１２年１２月２３日）

　

今年で２０回目の定期演奏会を開

催しました。 会場の帯広市民文化ホ

」ル小ホ←ルには２００名以上の方に

　　　　　　　　　

－

　

－
－幕慶慶 事翻醐．

お越しいただき， アンケ←トの結果

からも好評をいただいた演奏会でし

た。 これからも， このようにたくさ

んの地域の皆様に楽しんでもらえる

ような音楽をお届けしたいです。

そのほかの活動

　

・スプリングコンサート （２０１２年４月１５日）

　

・帯広畜産大学寮祭出演 （２０１２年６月９日）

　

・吹奏楽祭に出演 （２０１２年７月１４日）

　

・全日本吹奏楽コンクール地区大会 （２０１２年８月５日） 帯広地区代表

吹奏学部へご支援いただきました帯広畜産大学基金に心からお礼申し上げます。
帯広畜産大学吹奏学部ホームページｈｔｔｐ：／／ｃｈｉｋｕｓｕｉ２０１０．ｂｌｏｇｌ０８．ｆｃ２．ｃｏｍ／
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農業サークル

　

あぐりとかち

　

あぐりとかちとは， 十勝の農業の魅力を発信するために農業イベントを開催したり， 十勝の企業

や農業者を訪問し， 現場から農業を学んでいる学生団体です。

１． ミステリーサークル２０１２ｉｎ 十勝 （２０１２年６月２３日）

北海道の新品種小麦 「ゆめちから」をＰＲするイベントを本別町で行いました。

　

１５０人以上の参加者とともに ・麦畑でミステリーサークルの制作， 満寿屋商店はじめとする企業

に 「ゆめちから」 を使用したパンやクッキーを提供してもらいました。

２． 麦感祭 （２０１２年８月２０日）

小麦の生産量１位である音更で ・麦をＰＲする

店などの企業と共に， あぐりとかちは， 去年に引

麦畑の中で小麦茶や料理を運ぶ手伝いを行いま

した。

３． アグリゼミ （２０１２年８月２９日）

　

慶応義塾大学の院生と十勝に住む一般市民と

共に， 十勝の農業をＰＲ方法をワークショップ

という形で一緒に答えを導き出すという企画に

参加しました。

ためのイベントに， 地元の農業経営者や満寿屋商

き続き二回目の参加でイベント運営を協力し， 小

一２４－



４． 秋のホコテン （２０１２年１１月４日）

　

日本ではあまり出回っていないリ」キ （西洋ね

ぎ） とチ←ズを宣伝しました。 そのほか十勝産野

菜をふんだんに使用したシチューを提供したほ

か， モッツァレラチーズ作りの体験， ポスター掲

示を行いました。

５． フリーペーパー制作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

轍繋ぎき電器もぎ茎
一繍～警鐘灘難儀義 勝‐

騨一

　

ノく

　　

　　　　　　　　　

　

　　　 　　　　　

　

　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　

　　

ガの農業に関ノＬ、をもっ工いない子土か多

　

聴琵轟こｉｉ鱒

　

盤轟

　

碗熱い

　

◆、もま嚢轟欝ゞ

　

－一言ききざ紬墓

　　　　　　　　　　　　　　　　　

霜瀞号『 ；

　　

諺鞭ひくミニ驚き；獲豪語－－－

　

－誓言鮒ミ灘謙三響きさま擬、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　
　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　

　　　　　
いのではないか？

　

学生目線で関心を持って

　

せ“総

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

長ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ハ

もらえるような記事づくりを心がけ、 テーマ

は 「チーズ」 とし， 十勝管内のチーズ工房などを取材させていただいて作製しました。 Ｗｅｂのみ

での公開です。 是非ご覧になってください。

ｏｂ』抜繍 嗣 卿域鯨ｍｄ鞄漁ｍＭｅ』ｅ

　　

」Ｔ＝ｅｆｉｒｓｔれは臥蛇ｒ．

十勝を食べる。 十勝き生きる。
Ｆｏｒｙｏｕｎｇｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ目とかちー想いのフリーペーパー、 創刊。ＤｒｙＤｕｎｇｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ日とかち－想いのフリーペー

農ＧＲｒｌｒｏＫＡＣＫＡＣＨ

そのほかの活動

・入学式での出店 （２０１２．４．７）

十勝の牛乳を使用したチャイと麦感祭で配

布・麦茶を作り， 新入生に無料配布を行っ

　

た。

・あぐりとかち勉強会 （２０１３．１．２０）

一般人を講師とし， あぐりとかちの今後の

運営について勉強会を開きました。
［特集］ トカヂノ

　

テー霊。

　

争闘ＥＥＤＳ

　

拳共勧学舎

　

券 ありがとう牧場

　

◎ 対談；俺たちが思う、 十勝の魅力

圃 零 謬呈麟－農業”ルぁぐりをか

農業サークル

　

あぐちとかちへご支援を頂きました帯広畜産大学基金に心からお礼申し上げます。
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ちくだい野生生物研究団（ＣＲＯＷ）

　

ちくだい野生生物研究団は，２０１１年度に発足して以来， 野生生物の生態調査や教育， 救護など

を軸に活動しており， 今年度は特に， 人と野生生物との関わりに主眼をおいて活動しました。 ご支

援をいただきました帯広畜産大学基金に心からお礼申し上げます。

１． 農場での野生生物被害調査 （２０１２年１１月）

　

農業大国十勝において人と野生生物との関係を考える

　　　

．欝議さ

際に農業との車Ｌ蝶にまず着目する必要があると考え， 農

　

≦ミ
｛
霊

場での野生生物による被害の現状を把握する目的でアン

　

き謹撰

ケート調査を行いました。 現場の声を直に聞 に とがで

　

鰻轟璽

きた大変貴重な機会でした。 今後はその結果を踏まえ， ドー轡

農業と野生生物の共存をはかるために何が必要か考えて

　

も
もき

いきたいと思っております。

２． 秋期ガンカモセンサス （２０１２年１０月０６日

　

１１月１８日）

十勝の農地帯には春期と秋期に多くの渡り鳥， 特にガン・カモ・ハクチョウ類が採餌と休息のた

めに訪れ， 人や家畜との接点が生まれる場所となっています。 そのため， これら野生鳥類による農

業被害と野生鳥類が感染症の媒介源となる可能性に着目し， どの畑を， どの種類の鳥が， どの程度

利用しているのかを車で走行しながら調査しました。

　　

　　

　

　　 　　　　 　

　　　　　

　　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　

ー

　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲

　　　　　　　　　　　

　

　

　　

３． 小学校の 「バードハウス設置会」（２０１２年６月１６日，１０月１４日）

　

昨年に引き続き， 地域の小学校を対象とした環境教

育活動に参加させてもらいました。 バードハウス （巣

箱） を通じて野タに出ることの楽しさや自然観察の楽

しみを知ってもらうことができました。 小さい頃から

環境保全や野生生物保全に興味をもってもらえる大変

貴重な機会なので， 今後も積極的にこのような活動を

していきたいと考えております。
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賛助会員名簿魔び寄附者ご芳名

大学墓金選管委員会委員名簿

大学墓金に関する欄鰹



賛

　

助

　

会

　

員

　

名

　

簿

（平成２５年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）［企業・団体等］（５４団体）

　

１

　

特定非営利活動法人コミュニティシンクタンクあうるず

２

　

㈱アクト

　

３

　

㈱伊豆倉組

４ 出雲ペットクリニック

　

５

　

㈱）ウチダシステムソリュ←ション帯広支店

６

　

㈱エゴＥＲＣ

７

　

㈱エヌシーおびひろ

　

８ 医療法人社団

　

博仁会

　

大江病院

　

９

　

帯広ガス㈱

１０

　

帯広商工会議所

１１

　

帯広信用金庫

１２

　

帯広畜産大学同窓会宮城県支部

１３

　

帯広地方卸売市場㈱

１４

　

㈱川田産業

１５

　

株）ズコーシャ

１６

　

㈱曽我

１７

　

㈱ダイイチ

１８

　

大昭電気工業㈱

１９

　

税理士法人竹川会計事務所

２０ 有限会社俵養蜂場

２１

　

㈱土谷特殊農機具製作所

２２

　

東洋印刷㈱

２３

　

東洋農機㈱

２４

　

十勝信用組合

２５

　

十勝地区農業協同組合長会

２６

　

㈱十勝生ハム製造研究所

２７ 十勝農業協同組合連合会

２８

　

㈱十勝毎日新聞社

２９ 合同会社トレックス

３０

　

内外施設工業㈱

３１

　

㈱日専連ジェミス

３２

　

日本甜菜製糖㈱

３３

　

ハラデンキ㈱

３４

　

㈱平田建設

３５

　

㈱福原

３６

　

富士金網製造㈱

３７

　

㈱べつかい乳業興社

３８

　

北王コンサルタント㈱

３９ 社会医療法人北斗

４０ 北海道新聞帯広支社

４１

　

社団法人北海道地域農業研究所

４２

　

北海道電力株）

４３

　

北海道農業協同組合中央会帯広支所

４４

　

北海道バイオマスリサーチ㈱

４５

　

宮坂建設工業㈱

４６

　

宮本商産㈱

４７

　

森産業㈱

４８

　

㈱山本忠信商店

４９

　

吉岡どうぶつ病院

５０

　

㈱糊口月

５１

　

ＹＳヤマショウ㈱

不掲載希望

　

３団体
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［個人・学外］（７４名）
（平成２５年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）

１

　

有

　

賀

　

秀

　

子

２

　

石

　

橋

　

憲

　

一

３

　

市

　

村

　　　

曲

４

　

伊

　

藤

　　　

繁

５

　

稲

　

田

　

一

　

郎

６

　

岩

　

野

　

洋

　

一

７

　

宇

　

井

　

三喜子

８

　

大

　

宮

　

良

　

文

９

　

奥

　

山

　　　

敷

１０

　

鬼

　

塚

　

義

　

臣

１１

　

影

　

山

　

晴

　

久

１２

　

梶

　　　　　

隆

１３

　

勝

　

俣

　

和

　

悦

１４

　

加

　

藤

　

良

　

彦

１５

　

倉

　

本

　

光

　

尊

１６

　

黒

　

川

　

俊

　

男

１７

　

後

　

藤

　

格

　

弘

１８

　

小

　

林

　

卓

　

一

１９

　

坂

　

井

　

清

　

治

２０

　

酒

　

井

　

忠

　

行

２１

　

佐

　

藤

　

基

　

佳

２２

　

佐

　

野

　

幸

　

男

２３

　

佐

　

村

　

久

　

夫

２４

　

柴

　

田

　

雄

　

二

２５

　

鈴

　

木

　

一

　

郎

２６

　

砂

　

川

　

敏

　

文

２７

　

高

　

木

　

俊

　

雄

２８

　

高

　

桑

　　　

修

２９

　

高

　

橋

　

一

　

夫

３０

　

高

　

橋

　

宏

　

昌

３１

　

高

　

松

　

彰

　

義

３２

　

高

　

本

　

豊

　

毒

３３

　

田

　

代

　

満

　

春

３４

　

丹

　

野

　

久

　

夫

３５

　

出

　

口

　

宣

　

夫

３６

　

冨

　

樫

　　　

政

３７

　

中

　

井

　

成

　

也

３８

　

中

　

尾

　　　

有

３９

　

中

　

川

　

欣

　

三

４０

　

中

　

村

　

昭

　

ニ

４１

　

西

　　　

武

　

久

４２

　

西佐古

　　　

求

４３

　

西

　

原

　

千

　

博

４４

　

野

　

口

　　　

豊

４５

　

檀

　

崎

　　　

格

４６

　

林

　　　

克

　

昌

４７

　

林

　　　

俊

　

克

４８

　

原

　　　

光

　

昭

４９

　

藤

　

田

　　　

浮

５０

　

藤

　

田

　

宗

　

昭

５１

　

堀

　　　

次

　

郎

５２

　

益

　

田

　

邦

　

郎

５３

　

増

　

本

　

多喜子

５４

　

松

　

田

　

孝

　

志

５５

　

道

　

下

　

健

　

作

５６

　

宮

　

本

　

道

　

男

５７

　

森

　

井

　

恒

　

幸

５８

　

森

　

田

　

邦

　

雄

５９

　

諸

　

角

　

元

　

二

６０

　

山

　

田

　　　

賓

６１

　

山

　

内

　

章

　

良

６２

　

由

　

佐

　

毒

　

朗

６３

　

横

　

山

　

誠

　

人

６４

　

吉

　

田

　

員

　

澄

６５

　

吉

　

野

　

英

　

治

６６

　

吉

　

村

　　　

忠

６７

　

和

　

田

　　　

明

不掲載希望

　

７名

－２８－



［個人ｏ学内］（９５名）
（平成２５年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）

１

　

浅

　

野

　

昇

　

一

　　　　

２７ 木

　

田

　

克

　

弥

　　　　

５３

　

野

　

並

　

雅

　

章

２

　

飯

　

島

　

浩

　

司

　　　　

２８ 北

　

村

　

延

　

夫

　　　　

５４

　

橋

　

本

　

俊

　

光

３

　

五十嵐

　

郁

　

男

　　　　

２９ 木

　

下

　

幹

　

朗

　　　　

５５

　

橋

　

本

　　　

靖

４

　

石

　

井

　

利

　

明

　　　　

３０

　

妻 興

　

起

　　　　

５６

　

花

　

田

　

正

　

明

５

　

石

　

井

　

三都夫 ３１

　

口

　

田

　

圭

　

吾

　　　　

５７

　

韓

　　　

圭

　

金高

６

　

猪

　

熊

　　　　　　　　　

３２ 国

　

友

　

千

　

帆

　　　　

５８

　

樋

　

口

　

昭

　

則

７

　

今

　

井

　

邦

　

俊

　　　　

３３ 窪

　

田

　

さと子

　　　　

５９

　

平

　

田

　

昌

　

弘

８

　

岩

　

佐

　

光

　

啓

　　　　

３４ 小

　

池

　

正

　

徳

　　　　

６０

　

福

　

島

　

道

　

広

９

　

梅

　

津

　

一

　

孝 ３５

　

耕

　

野

　

拓

　

－

　　　　

６１

　

福

　

田

　

健

　

二

１０

　

浦

　

島

　　　

匡

　　　　

３６ 佐々木

　

基

　

樹

　　　　

６２

　

古

　

岡

　

秀

　

文

１１

　

大

　

石

　

明

　

広

　　　　

３７ 佐

　

藤

　

栄

　

輝

　　　　

６３

　

前

　

田

　

龍一郎

１２

　

大

　

西

　

明

　

美

　　　　

３８ 佐

　

藤

　

禎

　

稔

　　　　

６４

　

前

　

多

　

修

　

二

１３

　

大

　

西 ＃ －

　

光

　　　　

３９ 杉

　

田

　　　

聡

　　　　

６５

　

舛

　

川

　

園

　

美

１４

　

大

　

林

　

姿

　

子

　　　　

４０ 高

　

田

　

洋

　

一

　　　　

６６

　

舛

　

川

　

正

　

晃

１５

　

大和田

　

琢

　

二

　　　　

４１ 高

　

松

　

典

　

雄

　　　　

６７

　

松

　

本

　

高太郎

１６

　

・ 川

　

晴

　

子

　　　　

４２ 田

　

中

　

基

　

久

　　　　

６８

　

三

　

竹

　

俊

　

之

１７

　

押

　

田

　

龍

　

夫

　　　　

４３ 棚

　

橋

　

祐

　

治

　　　　

６９

　

宮

　

原

　

和

　

郎

１８

　

・ 田

　

有

　

二

　　　　

４４

　

谷 昌

　

幸

　　　　

７０

　

宮

　

本

　

明

　

夫

１９

　

折

　

笠

　

善

　

丈 ４５

　

辻

　　　　　

修

　　　　

７１

　

三

　

好

　

雅

　

史

２０

　

角

　

田

　

裕喜美

　　　　

４６ 津

　

村

　

太

　

貴

　　　　

７２

　

村

　

田

　

浩一郎

２１

　

加

　

藤

　

成

　

生

　　　　

４７

　

デビット・キャンベル

　　　　

７３

　

山

　

内

　

宏

　

昭

２２

　

加

　

藤

　

史

　

代

　　　　

４８ 豊

　

田

　

紀美子

　　　　

７４

　

山

　

崎

　

栄

　

樹

２３

　

門

　

平

　

睦

　

代

　　　　

４９

　

豊

　

留 孝

　

仁

　　　　

７５

　

山

　

田

　

－

　

孝

２４

　

金

　

山

　

紀

　

久

　　　　

５０

　

長

　

揮 秀

　

行

　　　　

７６

　

横

　

堀

　

恵

　

一

２５

　

茅

　

野

　

光

　

範

　　　　

５１ 中

　

村

　

公

　

英

　　　　

７７

　

横

　

山

　

直

　

明

２６

　

川

　

本

　

恵

　

子

　　　　

５２ 西

　

田

　

武

　

弘

　　　　

７８

　

和

　

田

　

大

　

輔

不掲載希望 １７名
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その他の寄附者ご芳名

［企業・団体等］（１団体）
（平成２５年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）

不掲載希望

　

１団体

［個

　

人］（７名）

　

１

　

中

　

村

　

公

　

英

　　

２

　

・ 川

　

晴

　

子

３

　

麦

　　　

興

　

起

４

　

山

　

内

　

宏

　

昭

５

　

村

　

田

　

浩一郎

不掲載希望

　

２名
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国立大学法人帯広畜産大学基金運営委員会委員名簿

構成員

　

１６名 （任期２年：２４．４．１～２６．３．３１）

職

　　　　　　

名 氏

　　　

名 備

　　　

考

委員長 帯広畜産大学

　

学長 長

　

樫

　

秀

　

行

委

　

員 宮坂建設工業株式会社

　

代表取締役社長 宮

　

坂

　

寿

　

文

よつ葉乳業株式会社

　

常務取締役
十勝主管工場長

加

　

我

　　　

肇

日本甜菜製糖株式会社

　

取締役 大和田

　

裕

　

一

十勝農業協同組合連合会

　

専務理事 佐

　

藤

　

文

　

俊

帯広商工会議所

　

会頭 高

　

橋

　

勝

　

坦

株式会社土谷特殊農機具製作所
代表取締役社長

土

　

谷

　

紀

　

明

株式会社ズコーシャ 代表取締役社長 関

　

本

　

格

　

至

株式会社十勝毎日新聞社

　

代表取締役社長 林

　　　

浩

　

史

帯広信用金庫

　

理事長 増

　

田

　

正

　

二

帯広畜産大学

　

同窓会会長 由

　

佐

　

毒

　

朗

地域環境学研究部門

　

教授 辻

　　　　　

修
帯広畜産大学同窓会
事務局長

帯広畜産大学

　

理事 金

　

山

　

紀

　

久

帯広畜産大学

　

理事 ・

　

田

　

有

　

二

帯広畜産大学

　

理事 棚

　

橋

　

祐

　

治 石油資源開発㈱）
代表取締役会長

帯広畜産大学

　

事務局長 三

　

竹

　

俊

　

之
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国立大学法人帯広畜産大学基金規程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２２年１月２１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

規

　

程

　

第

　

１

　

号

（設

　

置）

第１条

　

国立大学法人帯広畜産大学 （以下「本学」 という。）に， 基金 （以下 「基金」 という。） を

置く。

（目

　

白勺）

第２条

　

基金は， 本学における教育研究及び社会貢献に関する活動を活性化し， 本学の使命・目標

　

を積極的に推進することにより， 我が国の教育文化の発展に寄与することを目的とする。
（事

　

業）

第３条

　

基金は， 前条の目的を達成するため， 次の各号に掲げる事業の用に供するものとする。

　

（１） 教育研究活動に関する助成事業

　

（２） 学生に対する奨学事業

　

（３） 国際交流に対する支援事業

　

（４） 教育研究環境の整備に関する事業

　

（５） 社会貢献活動の支援に関する事業

　

（６） 産業界， 同窓生との連携に関する事業

　

（７） その他基金の目的を達成するために必要な事業

（基金の構成）

第４条

　

基金は， 第３条に定める目的を寄附目的とする寄附及びその運用による果実をもって構成

する。

（基金の運営）

第５条

　

基金の運営は， 基金への寄附及びその果実をもって充てる。
２

　

基金の運営に関する重要事項の審議は，帯広畜産大学基金運営委員会（以下「委員会」という。）

　

が行う。

３

　

委員会の組織運営等については， 別に定める。

（賛助会員）

第６条

　

基金の目的に賛同する者は， 学長の承認を受けて賛助会員となることができる。
２

　

賛助会員及び賛助会費に関し必要な事項は， 別に定める。
（事業年度）

第７条

　

基金の事業年度は， 毎年４月１日に始まり， 翌年３月３１日に終わるものとする。
（庶

　

務）

第８条

　

基金の庶務は， 事務局関係課等の協力を得て， 総務課において処理する。
（雑

　

則）

第９条

　

この規程に定めるもののほか， 基金の運営に関し必要な事項は， 別に定める。

　　

図寸

　

貝－」

　

この規程は， 平成２２年１月２１日から施行する。
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国立大学法人帯広畜産大学基金賛助会員規程

平成２２年１月２１日

規

　

程

　

第

　

２

　

号

（趣

　

旨）

第１条

　

国立大学法人帯広畜産大学基金規程（平成２２年規程第１号）第６条第２項の規定に基づき，

　

国立大学法人帯広畜産大学基金 （以下 「基金」 という。） の事業活動をより充実したものとする

　

ため， この規程を定める。

（賛助会員）

第２条

　

賛助会員は， 基金の目的に賛同し， 事業に協力するものであって， 様式１の申込書を提出

　

し， かつ， この規程に定める賛助会費を納付した者とする。

（賛助会費）
第３条

　

賛助会費の額は， 次のとおりとし， １口以上を申しこむことができる。

　

（１） 個人会員の場合は， １口年額５千円とする。

　

（２） 法人・団体会員の場合は， １口年額１万円とする。

（賛助会員の脱会等）

第４条

　

賛助会員で脱会しようとする者は， 様式２の脱会届を提出するものとする。
２

　

賛助会員が賛助会費を納付しない時は， 脱会したものとみなす。
（賛助会費納付金の運用）

第５条

　

賛助会員から納付された賛助会費は，基金の運用財産収入又は基本財産収入として経理し，
運用する。

　

附

　

則

　

この規程は， 平成２２年１月２１日から施行する。
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様式１

平 成

　　

年

　　

月

　　

日

賛 助 会 員 申 込 書

国立大学法人帯広畜産大学長

　

殿

申

　

込

　

者

郵便番号

住

　　

所

電話番号

氏

　　

名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

帯広畜産大学基金の目的に賛同し， 事業に協力するため賛助会員として加

入 したく 申 し込みます。

賛助会費申込口数

　　　　

口

なお， 会費の納付については，

・銀行振込で納付する。

・現金で納付する。

（いずれかに○印をお願いします。）
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様式 ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平 成

　　

年

　　

月

　　

日

賛 助 会 員 脱 会 届

国立大学法人帯広畜産大学長

　

殿

脱

　

会

　

者

郵便番号

住

　　

所

電話番号

ＦＡＸ番号

会 社 名

代 表 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

団 体 名

代 表 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

個 人 名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

都合により， 帯広畜産大学基金の賛助会員を脱会したいのでお届けします。
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国立大学法人帯広畜産大学基金運営委員会細則

　　

（平成２２年１月２１日

　

細則第１号）

改正

　

平成２４年２月１６日

　

細則第１２号

（趣

　

旨）

第「条

　

この細則は， 国立大学法人帯広畜産大学基金規程 （平成２２年規程第１号） 第５条第３項の

　

規定に基づき， 国立大学法人帯広畜産大学基金運営委員会 （以下 「委員会」 という。） の組織及

　

び運営に関し， 必要な事項を定めるものとする。

（任

　

務）

第２条

　

委員会は， 帯広畜産大学基金 （以下「基金」 という。） の管理及び運営に関する次に掲げ

　

る事項について審議を行う。

　

（１） 事業計画に関する事項

　

（２） 基金の予算及び決算に関する事項

　

（３） 寄附の受け入れ及びその運用に関する事項

　

（４） 寄附者への謝意表明の基本方針に関する事項

　

（５） その他基金の管理及び運営に関する重要事項

（組

　

織）

第３条

　

委員会は， 次に掲げる委員をもって組織する。

　

（１） 学長

　

（２） 理事

　

（３） 財団法人帯広畜産大学後援会の理事， 監事及び評議員であった者の中から学長が指名する

　　

者 若干人

　

（４） 帯広畜産大学同窓会役員の中から学長が指名する者

　

若干人

　

（５） 事務局長

　

（６） その他学長が必要と認めた者

　

若干人

（任

　

期）

第４条

　

委員の任期は２年とし， 再任を妨げない。 ただし， 補欠又は増員による委員の任期は， 前

　

任者又は現任者の残任期間とする。
（委員長）
第５条

　

委員会に委員長を置き， 学長をもって充てる。

２

　

委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。

３

　

委員長に事故があるときは， 委員長が指名した委員が， その職務を代行する。
（会

　

議）

第６条

　

委員会は， 委員の過半数が出席し， かつ， 第３条第３号の委員のうち少なくとも１名が出

　

席しなければ， 会議を開くことができない。

２

　

議事は， 出席した委員の過半数をもって決し， 可否同数のときは，議長の決するところによる。

－３６－



（委員以外の者の出席）

第７条

　

委員長が必要と認めたときは， 委員以外の者を会議に出席させて， その者から説明又は意

見を聴くことができる。

（庶

　

務）

第８条

　

委員会の庶務は， 事務局関係課等の協力を得て， 総務課において処理する。
（雑

　

則）

第９条

　

この細則に定めるもののほか， 委員会の運営に関し必要な事項は， 委員会が別に定める。

　　

酬寸

　

貝１」

１

　

この細則は， 平成２２年１月２１日から施行する。

２

　

この細則施行後， 最初に任命される第３条第３号， 第４号及び第６号の委員の任期は， 第４条

　

の規定にかかわらず， 平成２６年３月３１日までとする。

　　

附

　

則 （平成２４年２月１６日細則第１２号）

　

この細則は， 平成２４年２月１６日から施行する。

－３７－




